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(1 2 9) 山田 和男名著教授略歴

山

田

和

男

名

誉

教

授

略

歴

明
治
三

九
年
(

一

九

〇
六

年
)

一

月
二

日

山
田

隆
一

次
男
と

し
て

静
岡
市
に

生
れ

る
｡

大
正

〓
一

年
(

一

九
二

三

年
)

三

月

静
岡
県
立

静
岡
商
業
学

校
を

卒
業
す
る
｡

大
正

〓
ニ

年
(

一

九
二

四

年
)

四

月

東
京
外
国
語
学
校
英
語
部
貿
易
科
に

入

学
す
る
｡

昭
和

二

年
(

一

九
二

七

年
)

三

月

東
京
外
国
語
学
校
を

卒
業
す
る
｡

四

月

私
立
京
北
実
業
学
校
数
論
に

就
任
す
る

(

翌

年
三

月
ま
で
)

｡

昭
和

三

年
(

一

九
二

八

年
)

四

月

米
沢

高
等
工

業
学
校
講
師
を

嘱
託
さ

れ

る
べ

九
月

米
沢
高
等
工

業
学
校
助
教
授
に

任
ぜ

ら

れ

る
｡

昭
和

六

年
(

一

九
三
一

年
)

βj ㌘



一 橋論叢 第六 十 二 巻 第五 号 ( 1 3 0)

一

〇
月

渋
谷
コ

ト

と

結
婚
す
る
｡

昭
和

一

〇
年

(

一

九
三

五

年
)

九
月

米
沢
高
等
工

業
学
校
助
教
授
を

依
願
免
官
､

東
京
商
科
大
学
予
科
講
師
を

嘱
託
さ

れ

る
■｡

一

〇
月

津
田

英
学
塾
講
師
を

嘱
託
さ

れ
る

(

一

五

年
三

月
ま

で
)

｡

昭
和

〓
ニ

年
(

一

九
三

八

年
)

三

月

東
京
商
科
大
学

附
属
商
学
専
門
部
教
授
に

任
ぜ

ら

れ

る
｡

昭
和

〓
(

年
(

一

九
四
一

年
)

四

月

中
央
大
学
浩
学
部
講
師
を

嘱
託
さ

れ

る

(

四

四
年
三

月
ま
で
)

｡

昭
和
二

こ

年
(

一

九
四
七

年
)

四

月

東
京
外
国
語
学
校
講
師
を

嘱
託
さ

れ

る

(

二

四

年
三

月
ま
で
)
｡

昭
和
〓

四

年

〓

九
四

九

年
)

六

月

一

橋
大
学
教

授
(

商
学
部
)

に

任
ぜ

ら

れ

る
｡

昭
和
二

五

年
(

一

九
五

〇
年
)

四

月

津
田

塾
大
学

講
師
を

嘱
託
さ
れ

る

(

三

〇
年
三

月
ま

で
)

｡

六

月

外
務
省
研
修
所

講
師
を

嘱
託
さ

れ

る

(

同
年
一

二

月
ま
で
)

｡

昭
和
三
一

年
(

一

九
五

六

年
)

九
月

英
語
･

米
文
学
研
究
の

た

め

ア

メ

リ

カ

合

衆
国
に
一

橋
フ

ァ

ン

ド
に

よ

る

出
張
を

命
ぜ

ら

れ
､

､
､

､

シ

ガ
ン

大
学
英
語
研
究
所
研
究
員
と

な
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6 2 9

る

(

翌
年
三

月
ま

で
)

｡

昭
和
三

三

年
(

一

九
五

七

年
)

七

月

ア

メ

リ

カ

各
地
を

視
察
し

て

帰
国
す
る
｡

昭
和
四
〓

年
(

一

九
六

七

年
)

四

月

早
稲
田

大
学
政
経
学
部
講
師
を

嘱
託
さ

れ

る

(

以

後
現
在
に

い

た

る
)

ら

昭
和
四

四

年
(

一

九

六

九

年
)

三

月

停
年
に

よ

り
一

橋
大

学
教
授
を

退
職
す
る
｡

四

月

一

棟
大
学
名
誉
教
授
の

称
号
を

授
与

さ

れ
る
.｡

｢




